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‘安
窟

遠
い
祖
先
の
心
を
伝
え
る

習

俗

風

俗

影

様

）
 
－
 
－
 

御ご

迎

え

朝
日
町
全
域

&mEi開曹司・

毎
年
六
月
二
十

一
日
は
愛
本
橋
の
「御
影
綴
渡
し
」

の
日
で、

患
部
川
を
川
西
か
ら
川
東
へ
渡
る
こ
の
日

は
昔
は
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
た。

一御
影
権
」
と
は
本
願
寺
＋
九
代
乗
釦
上
人
の
絵
像
の

こ
と
で
、
天
明
八
年
｛
一
七
八
八
年
）
京
都
の
大
火

で
焼
失
し
た
本
願
寺
の
再
建
に
力
手
つ
く
し
病
没
さ

れ
た
乗
如
上
人
の
絵
像
を
、
二
十
代
達
如
上
人
が
絵

師
に
か
か
ぜ
本
願
寺
連
立
功
労
者
に
贈
っ
た
も
の
で
．

そ
の
一
つ
が
井
波
別
院
瑞
泉
寺
に
所
属
さ
れ
て
い
る
・

こ
の
御
影
様
が
毎
年
正
月
に
井
波
を
出
て
県
内
を
回

リ、

十
二
月
末
に
井
波
へ
帰
ら
れ
る
が
．
黒
部
川
を

越
え
た
御
影
機
は一
二
十
日
ま
で
朝
日
町
周
辺
の
部
落

を
ま
わ
り
・
赤
川
を
最
後
に
小
川
を
渡
り
入
蕃
地
内

に
入
ら
れ
る
の

御
能
械
を
乗
せ
た
入
れ
物
を
つ
小
ね」
と
よ
び
‘
信
者

，｝
；
 

は
き
め
ら
れ
た
御
影
機
宿
に
集
ま
り
．

勤
行
．
御
消

息
拝
読
‘
法
話
を
き
く
な
ら
わ
し
に
な
っ
て
い
る
a

御
影
織
を
迎
え
る
と
家
が
塗
っ
と
も
云
わ
れ
、
大
事’

に
送
迎
さ
れ
た
が
、
近
年
は
車
で
運
徹
す
る
と
こ
ろ

も
あ
り、

い
く
ら
か
粗
雑
に
な
っ
た
傾
向
も
あ
る
が
．

U
F

旬、，
u
’－－
a
z

こ
れ
ら
の
行
事
は
同
行
（
部
落
の
仏
事
の
世
話
役
）

に
よ
っ
ァ
、
す
べ
て
進
行
さ
れ
る
の
は
今
も
か
わ
り
な
い
．

γ－ 
~ c第四回議会定例会
,¥ 0社会教育の振興と充笑
J。文化講演会開かれる
~ 0成人講座さっき教室
.l 0下Jfr川郡婦人幹部研修会
。成果を挙げた背年国内研修
。補導センター開設
。婦人スポーツリーダー研修会
。プーノレ開き

。老人医療費の受給註蛮更
c第20回富山県保健衛生大会
。県土実化運動に協力を
。うまい米づくり村指定
。七重荷の環境整備
。林道三時線全線開通
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あ

ら

ま

し

山

第
四
回
朝
日
町
腫
会
定
例
会
は
六
月
十
六
日
か
ら
二
十
目
ま
で
会
期
を
五
日
岡
山

と
し
開
会
さ
れ
、
制朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
条
例
改
正
な
ど
議
案
十
山

二
件
可
決、

選
挙
等
二
件
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

山

鯖
一願
、
堅
四
十
四
件
に
つ
い
て
は
、
採
択
十

一
件
、
継
続
審
査
二
件
、
審
議
未

…

了

一
一件
の
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

6
月
時
日

開
会
（
会
期
の
決
定
）

（
町
長
提
案
斑
由
の
説
明
）

本
会
議
（
質
疑

・
一
般
質
問
）

文
教
厚
生
委
員
会
〈
付
託
案

件
の
筏
資
〉

産
業
建
設
委
員
会
、
総
務
安

員
会
（
付
託
案
件
の
務
筏
）

本
会
議
（
要
員
長
報
告
、
質

問
班
、
討
論
、
採
決
、
日
程
の

追
加
、議
築
一
一件
寓
諮
り
決
）

ひ

6
月
げ
日

6
月
間
日

さ

6
月
日
日

あ

6
月
初
日
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可
一
決
さ
れ
だ
も
の

諮
問
和
五
十
年
度
朝
日
町

一
般
会
計
補
正

予
算
（
三
二
、
七
九

O
千
円
追
加
）

諮
問
和
五
十
年
度
朝
日
町
国
民
健
康
保
険

診
療
施
設
境
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
七
、
三
O
O千
円
追
加
）

欝
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

一
部
改

正
の
件
（
保
険
税
率
の
改
正
、
課
税
限

度
額
の
減
額
計
開
の
万
法
の
改
正
及
び

低
所
得
者
（
滅
額
刻
象
官
補
）
に
か
か

る
一計
算
の
額
の
改
正
〉

瀦
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
の
件
（
助
産
費
・
現
行
二
万
円
を
四

万
円
に
引
き
あ
げ
る
）

畿
新
川
広
域
園
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て
（
所
在
地
番
の
変
事

務
町
の
境
界
変
更
の
件
〈
県
営
舟
見
野
地

区
ほ
場
整
備
響
楽
に
伴
う
朝
日
町
と
入

器
町
と
の
境
界
変
更
）

雄
大
字
、
字
の
区
峨
の
変
更
及
ぴ
防
止
の

件
〈
前
向
）

鍛
工
事
請
負
契
約
の
件

〈
町
滋
泊
、
以
町
線
改
良
工
事
請
負

契
約
締
結
）

務
時
決
処
分
報
告
承
認
の
件
（
筋
一
け
）

間
和
四
十
九
年
度
朝
日
町

一
般
会
剖

補
正
予
算
・
（
八
、

一
二一六
千
円

減
額
）

脇
市
守
決
処
分
報
告
底
認
の
件
（
第
二
号
〉

朝
日
町
説
条
例
の

一
部
を
改
置
す
る

条
例

・

（
地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
よ
る
条
例
の
改
正
）

棚機’県
東
合
口
用
水
組
合
議
会
議
員
選
挙
の

制
H当
選
人

大
野
亀
吉
〈
下
野
）
清
水
川
氏
二

（
金
山
）

山
崎
清
馬
（
舟
川
新
）
淵
井
栄
（
山
崎
新

）
米
削
士
口二

（東
車
野
）

務
朝
日
町
農
業
蚕
員
会
の
委
員
推
せ
ん
の

件
（
殿
町

て

氏
径
推
せ
ん
〉

四
九
五
番
地
館
開
安
正

第
1
号

務
専
決
処
分
の
指
定
の
件
（
追
加
日
程
〉

－
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
町
長

と
し
て
専
決
処
分
が
で
き
る
も
の
を
指

定
す
る
と
と
で
す
。

付
議
会
の
議
決
を
得
た
請
負
契
約
の
変

更
、
た
だ
し
契
約
金
額
の
十
分
の

一
ま

た
は
五
百
万
円
を
越
え
る
変
更
及
び
工

期
が
当
該
年
度
を
こ
え
る
変
更
を
除
く

伺
法
律
上
町
の
義
務
に
属
す
る
交
通
事

政
に
よ
る
担
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び

そ
の
和
解
に
関
す
る
ζ

と
。
た
だ
し
自

賠
法
（
令
二
条
一

．碩
｝
号
イ
に
掲
げ
る

限
度
）
を
こ
え
る
も
の
を
除
く
。

同
法
令
の
改
院
に
よ
り
当
然
必
要
と
な

る
条
例
の
改
峰
、
た
だ
し
町
民
の
権
利

義
務
に
軍
大
な
関
係
が
あ
る
も
の
を
除

／
＼
。

第

2
Pげ

脱線
附
和
五
十
年
雄
米
の
政
附
賀
入
倒
的
存

に
関
す
る
要
望
忠
見
内
。

・
昭
和
五
十
年
産
米
の
政
府
関
入
制
絡

等
に
関
す
る
要
謎
怠
見
刊
を
地
方
自
治

法
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
と
し
て
関
係

行
政
庁
に
担
出
す
る
も
の
で
内
容
は

パ
門
政
府
賀
入
制
絡
は
生
産
針
及
び
所
得

補
償
万
式
に
も
と
づ
き
大
幅
に
引
き
上

げ
る
と
と
。

同
主
要
毅
物
の
庖
正
価
格
に
よ
る
生
詑

地
強
需
給
制
慾
機
構
の
確
立
、
並
び
に

全
額
国
庫
負
担
に
よ
る
土
地
改
良
と
経

蛍
話
脱
の
整
備
を
は
か
る
こ
と
。

同
食
管
制
度
を
堅
持
し
、
米
の
附
鶏
制

度
の
際
立
及
び
買
入
制
限
を
倣
挺
す
る

と
共
に
消
資
者
供
給
に
つ
い
て
允
分
に

配
慮
す
る
ζ
と
c

以
上
を
内
簡
総
理
大
臣
農
林
大
臣

大
蔵
大
臣
食
糧
庁
長
官

経
済
企
画
庁
長
官
宛
に

提
出
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

務
採
択
に
な
っ
た
も
の

－
泊
南
部
保
育
所
改
築
に
つ

山

い
て

ぃ一縫う「

（
泊
南
部
保
育
所
父
母
の
会
）

．
町
蛍
火
葬
場
の
応
急
処
置
等
並
び
に
広

域
閤
共
同
火
葬
場
の
早
期
実
現
に
つ
い

て

（

日
本
共
産
党
泊
支
部
長
）

．
町
営
火
葬
場
の
運
営
に
つ
い
て

（
泊
一
区
、
二
区
、
三
区
各
区
長
）

．
橋
向
町
流
雪
溝
設
置
に
つ
い
て

（樋
向
町
々
内
会
長）

．
宮
本
町
流
雪
潜
設
置
に
つ
い
て

（
宮
本
町
々
内
会
長
）

（
以
上
請
願
）

・
山
崎
地
区
小
在
池
地
内
の
町
道
改
良
制

装
に
つ
い
て

（小
在
池
町
内
会
長
）

．
既
仔
駐
車
場
の
利
用
に
つ
い
て

ヘ
的
商
工
連
開
会
長
J

f

朝
日
町
商
工
会
長
」

・
山
崎
地
区
、
辻
宕
崎
部
落
温
改
良
舗
装

に
つ
い
て

（
辻
岩
崎
町
内
会
長
）

．
平
柳
部
落
内
の
道
路
舗
装
に
つ
い
て

（
平
柳
第

一
区
町
内
会
長
）

・
坊
、
越
線
道
路
舗
装
整
備
工
事
施
行
に

つ
い
て

（
坊
町
内
会
長
）

・
漁
業
近
代
化
資
金
借
入
に
伴
う
利
子
補

給
に
つ
い
て（
宮
崎
浦
漁
業
協
同
組
合
長
）

鰯
継
続
審
査
に
一
ゆ
っ
た
も
の

流四十
調一
時
設
置
に
つ
い
て

〈
上
町
東
部
町
内
会
長
）

・
都
市
計
画
街
路

〈計
画
の
う
ち
中
町

t

泊
病
院
前
ま
で
の
区
閣
）
の
計
画
撤
回

に
つ
い
て

(2) 

（
永
井

成
ほ
か
）

鱗
審
議
末
了
と
な
っ
た
も
の

・
町
道
、
東
草
野
海
岸
線
延
長
の
早
期
実

現
に
つ
い
て
〈
清
水
町
々
内
会
長
）

機
常
任
委
員
長
報
告
よ
り

六
月
定
例
会
に
お
け
る
各
消
任
委
員
会

は
六
月
十
八
日
か
ら
開
か
れ
、
付
託
案

件
の
審
査
を
し
た
結
果
、

い
ず
れ
も
原

築
ど
お
り
可
決
を
さ
れ
た
旨
、
各
常
任

委
員
長
か
ら
報
告
さ
れ
択
の
こ
と
が
要

望
さ
れ
ま
し
た
。

綴
総
務
委
員
会

邸
員
の
労
務
管
理
に
つ
い
て
は
充
分
留

意
し
、
時
間
外
勤
務
付
帯
に
つ
い
て
は
管

理
上
の
検
討
努
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

務
文
教
厚
生
委
員
会

町
笛
火
葬
場
の
応
急
処
聞
及
び
迎
舘
に

か
か
る
消
願
に
つ
い
て
は
的
地
区
住
民

の
切
実
な
願
い
で
あ
る
。
た
だ
し
泊
火

葬
場
の
経
過
や
他
の
地
収
の
火
山
併
場
の

運
盤
状
似
を
充
分
考
服
し
て
泊
地
区
仕

民
の
積
極
的
な
協
力
を
得
る
と
と
の
む

見
を
付
し
て
採
択
。

綴
産
業
建
綾
委
員
会

工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て
は
尚
代
的

背
景
を
考
胤
す
べ
き
で
あ
る
。
継
続
術

百
と
し
た
都
品
問
題
に
つ
い
て
は
、
な

お
当
局
に
お
い
て
努
力
し
交
渉
の
余
地

あ
り
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
上
町
流
雪
精
の
設
臨
に
つ
い
て
は、

税
寒
事
業
の
滴
用
も
考
慮
さ
れ
る
が
長

期
的
財
政
運
用
の
簡
も
あ
り
総
統
、
ま

た
、
町
道
東
草
野
海
岸
線
の
延
長
の
阜
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問

棚
山
地
域
八

O
二
加
が
鳥
獣
保
設

区
に
内
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
朝
日
町
に
は
既
に
城
山
、
大
平
が
指
定

に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
棚
山
を
加
え
る

と
大
変
な
面
積
で
あ
る
。
乙
れ
で
は
狩
猟

の
場
が
極
端
に
せ
ば
め
ら
れ
る
わ
け
で
、

保
護
は
結
構
な
乙
と
で
は
あ
る
が
、
各
種

の
制
限
が
長
期
に
行
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、

逆
に
農
作
物
に
甚
大
な
被
害
の
及
ぶ
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

ζ

れ
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
お
ら
れ
る
か
。

答

鳥
獣
保
護
に
つ
い
て
は
と
指
摘
の

よ
う
に
多
く
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
で
あ

り
、
一
つ
の
方
法
と
し
て
は
面
積
の
縮
小

一
定
の
場
所
の
指
定
な
ど
の
方
法
で
解
決

期
実
現
に
つ
い
て
は
町
道
認
定
の
条
件

の
見
通
し
が
な
い
の
で
審
議
未
了
と
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

偽
物
一
般
震
間
の
中
か
ら
偽
物

第 23 9号

間

旭
ケ
丘
団
地
に
消
火
栓
が
な
い
が

設
置
す
る
意
志
は
な
い
か
。
ま
た
、
各
団

地
に
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る
が
用
排
水
設

備
は
不
完
全
で
あ
る
。
早
急
に
改
善
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
ご
指
摘
の
と
お
り
で
あ
り
消
火
栓

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
お
り
、
実
現
す
る

よ
ヨ
努
め
る
。

ま
た
団
地
の
用
排
水
等
に
つ
い
て
は
専
門

家
の
蛍
見
も
聴
き
検
討
し
て
来
て
い
る
。

町
そ
の
も
の
の
形
態
か
ら
も
、
そ
れ
が
農

業
水
制
、

生
活
用
水
、
ま
た
用
惑
水
路
等

々
混
然
と
し
て
い
て
経
済
的
に
も
典
大
な

費
用
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
慎
重

に
検
討
し
な
が
ら
臨
機
応
変
に
、
逐
次
進

め
る
と
い
う
乙
と
で
町
民
各
位
の
ご
協
力

を
得
る
と
い
う
こ
と
も
併
せ
て
P
Rし
磁

力
努
め
た
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
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で
き
な
い
も
の
か
ど
う
か
、
保
護
す
る
こ

と
に
よ
り
農
産
物
の
被
害
が
噌
大
す
る
と

い
う
こ
と
で
は
い
け
な
い
の
で
、
ハ
ン
タ

ー
の
方
の
立
場
も
考
え
な
が
ら
関
係
万
聞

と
も
話
し
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

先
般
泊
火
葬
場
が
使
用
で
き
な
い

状
態
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
当
川
も
広

域
間
火
葬
場
が
完
成
す
る
ま
で
他
の
火
葬

場
を
借
り
る
と
い
う
こ
と
で
や
口
胤
さ
れ
て

い
る
と
思
う
。
し
か
し
ん
叫
が
ら
、
同
の
発

展
の
た
め
悶
除
さ
れ
た
人
々
の
以
後
の
お
見

送
り
の
場
で
あ
る
火
作
場
が
こ
う
い
う
状

態
で
は
大
変
巾
し
わ
け
な
い
の
で
あ
り
応

泊
に
何
ら
か
の
処
置
を
さ
れ
る
以
内
が
め

る
か
ど
う
か
お
聞
き
し
た
い
。

次
に
部
計
道
路
の
問
臨
で
あ
る
が
‘
道
路

は
閥
、
県
の
万
針
は
あ
る
に
せ
よ
町
の
実

状
に
見
合
っ
た
計
闘
が
大
切
で
あ
る
わ
け

．

で
こ
の
点
に
つ
い
て
見
榊
を
h

ゆ
き
h

ざ
し
た

、。
－
U
V
 

答

第

一
点
に
つ
い
て
は
ま
こ
と
に
沼

憾
で
あ
り
ま
す
が
仮
に
補
修
す
る
に
し
て

も
費
用
の
見
硝
り
が
ま
ち
ま
ち
で
、
呼
門

家
自
体
の
態
見
が
大
く
興
り
、
泊
地
域
の

万
の
心
情
に
つ
い
て
は
胆
間
抜
き
で
理
解

で
き
る
も
の
で
あ
り
服
摘
な
気
持
で
い
る

わ
け
で
、
前
後
策
に
つ
い
て
は
全
品
協
に

お
い
て
述
べ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
後
の

状
勢
に
つ
い
て
も
と
報
告
し
た
と
お
り
で

あ
る
。
請
願
に
つ
い
て
は
議
会
の
審
議
を

得
た
上
で
当
然
の
方
向
に
進
み
た
い
。

第
2
点
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
見
解
は
あ

る
と
思
う
が
道
路
幅
に
つ
い
て
、
あ
と
で

後
悔
な
ど
し
な
い
よ
う
に
、
さ
ら
に
学
校

保
育
所
等
を
位
置
的
に
も
検
討
し
て
来
た

こ
と
で
あ
り
現
在
と
の
計
画
を
変
え
る
と

い
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
た
国
県

等
の
関
係
も
あ
り
、
と
意
向
は
、
そ
れ
は

そ
れ
と
し
て
承
っ
て
お
き
た
い
。
』

社
会
教
育
目
標
な
ど
決
ま
る

朝
日
町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど

社
会
教
育
要
員
会
を
開
催
し
、
昭
和
パ
十

年
度
社
内F
政由門
白
楳
お
よ
び
重
点
目
標
を

伐
の
よ
う
に
決
め
、
社
会
教
湾
活
動
の
充

実
に
努
め
る
乙
と
に
し
ま
し
た
。

。
社
会
教
育
目
標

盟
か
な
い
み
よ
い
町
を
め
ざ
し
て

－
青
少
年
活
劇
の
批
進

．
川
財
政
な
か
ら
だ
づ
く
り

。
社
会
教
育
重
点
目
標

ー

公
民
館
活
動
の
充
実

2

背
少
年
間
仙
の
抑
進

3

学
習
機
会
の
充
実

4
．
倒
聴
覚
機
関
の
路
附
と
川
悦
聴
覚
数

育
の
振
興

3

X
的
財
の
郡
安

ふ
社
会
体
育
の
振
興

－

凶

器
問
活
動
の
強
化
と
利
用
促
進

な
お
、
週
休
二
日
制
や
在
学
背
少
年
の

課
外
活
動
の
社
会
教
育
移
行
に
つ
い
て
問

題
が
提
起
さ
れ
、
今
後
乙
れ
ら
に
対
応
で

き
る
社
会
教
育
施
設
の
桜
備
や
人
の
配
闘

の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

文
化
講
演
会
開
く

県
民
大
学
移
動
講
座

富
山
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
民
の
豊

か
な
人
間
形
成
を
目
ざ
し
て
昨
年
か
ら
、

県
民
大
学
講
座
を
開
講
し
て
肝
評
を
閉
山
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
種
の
文
化
講
演
会
は

と
か
く
富
山
、
高
岡
に
集
中
さ
れ
る
傾
向

が
強
く
、
県
下
の
市
町
村
で
は
地
方
で
の

開
催
が
強
く
袋
望
さ
れ
て
い
た
と
乙
ろ
、

本
年
は
、
初
の
誤
み
と
し
て
県
下
の
四

市
町
村
を
選
ん
で
県
民
大
学
移
動
講
座
を

開
く
と
と
に
な
り
、
そ
の
第

一
回
目
が
去

る
六
月
十
四
日
、
朝
日
町
体
育
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
良
寛
研
究
の
権
威
者
と
言
わ

れ
る
新
潟
大
学
講
師

、

宮

栄
二
先
生
の

「
兆
陸
の
風
土
と
人
間
」
と
題
す
る
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
会
場
一
ぱ
い
に
つ

め
か
け
た
聴
衆
防
熱
心
に
講
演
に
聴
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
は
朝
日
町
教
育
委
員
会
主

催
に
よ
り
朝
日
町
文
化
財
調
査
委
畠
泊
中

教
諭
長
津
蔦
尾
氏
の
「
北
文
谷
奥
地
紹
介

写
真
展
」
及
び
ス
ラ
イ
ド
映
写
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

（
写
真
上
は
講
演
会
、
下
は
写
真
展
）

13) 

命
花
と
緑
の
銀
行
だ
よ
り
轡

花
と
緑
に
満
ち
た
環
境
を
と
り
も
ど
す

た
め
、
位
県
九
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て

昭
和
四
十
八
年
四
月
に
財
団
法
人

「
花
と

緑
の
銀
行
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
四
月
に
、
朝
日
町
支
店
の
地
方
銀
行
一瞬

取
四
人
が
選
出
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
九
人
に

な
り
ま
し
た
。

水
島
近
太
郎
（
境
）
野
田
い
の
（
宮
）

折
谷
隆

一
（笹
）
水
品
開
（
泊
）

岡
崎
勇
（
泊
〉
大
久
保
勝
伊
（
五
）

小
川
弥
一
（
大
）
赤
川
重
次

（山
）

近
藤
慶
次
（
南
）

＠
花
と
緑
の
銀
行
の
主
な
仕
事

・
花
と
緑
の
種
苗
の
生
産
、
あ
っ
せ
ん

と
配
布

・
モ
デ
グ
花
壇
や
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
を

設
置

－
花
と
緑
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施

．
花
と
栂
の
情
報
の
収
集
と
提
供

・
花
と
緑
に
つ
い
て
相
談
や
講
習
会
の

開
催

7
t
a斗・
n『
U
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成
人
講
座

さ
っ
き
教
室
開
＜

嶋

中
央
公
民
館

踊

朝
日
町
教
育
委
員
会
、
中
央
公
民
館
が

花
と
緑
の
銀
行
と
タ
イ
ア

ァ
プ
し
て
開
催

さ
れ
た
成
人
教
育
講
疫
の
第
一
回
さ
っ
き

教
室
は
、
六
月
十
三
日
l
二
十
五
日
の
二

回
に
亘
り
朝
日
町
花
と
緑
の
銀
行
頭
取
小

川
弥
一
先
生
を
講
師
と
し
て
聞
か
れ
ま
し

た
が
、
受
講
生
の
大
半
は
い
す
れ
も
家
庭

の
主
婦
で
終
始
熱
心
に
受
講
し
て
い
ま
し

た。
さ
っ
き
は
、
昨
年
に
町
花
と
し
て
指
定

さ
れ
た
関
係
も
あ
っ
て
大
変
な
人
気
を
呼

び
、
定
員
五
十
名
に
対
し
て
百
名
以
上
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
事
務
当
局
は
勝
目
理
に

悶
感
、
そ
の
た
め
、
第
二
回
目
と
し
て
夜

間
の
さ
っ
き
教
室
を
大
菅
千
之
先
生
一
を
減

師
に
六
月
二
十
七
日
と
七
月
四
日
に
開
催

約
三
十
名
の
受
講
者
が
熱
心
に
講
師
の
話

に
メ
モ
を
と
り
二
日
自
の
実
技
指
導
に
は

そ
れ
ぞ
れ
鉢
と
箇
ぞ
使
つ
て
の
楠
替
え
と
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せ
ん
定
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

（
写
真
は
熱
心
に
受
講
す
る
さ
っ
き
教

室
風
景
）

去
る
六
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
の
二

日
間
に
わ
た
り
下
新
川
郡
婦
人
会
幹
部
研

修
会
が
朝
日
町
制
祉
セ
ン
タ
ー
と
小
杉
屋

を
会
場
と
し
て
開
催
苫
れ
ま
し
た
。

富
山
県
連
合
側
人
会
事
務
同
長
の
松
沢

と
し
お
先
生
誠
聞
の

「
中
国
の
州
人
活
動

」
で
「
先
公
後
私
」
で
蕗
々
と
活
動
し
て

い
る
中
国
師
人
の
話
に
参
加
者
一
一
同
大
変

感
動
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
分
散
会
で
「
当
面
す
る
組

織
上
の
問
題
と
そ
の
対
策
」
と

「
み
ん
な

に
事
ば
れ
、
役
立
つ
尖
山
山
市
助
」
を
テ
ー

マ
1
に
円
闘
の
尖
肢
を
中
心
に
活
括
に
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

夜
の
創
睦
会
で
は
符
町
交
換
の
放
と
踊

り
に
打
ち
と
け
あ
い
、
二
円
自
の
全
体
会

で
は
分
級
会
の
報
化
け
と

A
治
が
行
わ
れ
、

明
日
か
ら
の
活
酬
を
奮
い
あ
っ
て
倣
会
し

ま
し
た
。

成
果
を
あ
げ
て
帰
っ
た

青
年
園
内
研
修

群
馬

l
長
野

他
県
の
青
年
と
交
流
を
行
い
、
各
種
の

研
修
を
通
じ
自
己
を
鍛
え
友
情
を
深
め
よ

う
と
、

朝
日
町
脊
年
園
内
研
修
は
と
の
ほ

ど
行
わ
れ
多
く
の
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

研
修
は
国
児
赤
城
背
年
の
家
や
長
野
県

須
車
市
を
中
心
に
、
青
年
団
体
の
運
営
や

職
場
で
の
人
間
関
係
、
男
女
交
際
な
ど
に

つ
い
て
黙
心
に
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
日
東
紡
績
の
青
年
も
参
加
し

町
の
青
年
と
の
交
流
を
行
い
お
互
い
に
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

赤
城
背
年
の
叫
が
で
の
す
リ
エ

ン
テ
l
リ

ン
グ
の
実
技
で
は
、
新
緑
の
松
林
や
桑
畑

の
中
を
三
人

一
組
と
な
り
地
図
ょ
に
示
さ

れ
た
ポ
ス
ト
を
汗
ま
み
れ
に
な
っ
て
開
し

雌
勝
チ
i
ム
に
は
宵
年
の
家
所
長
か
ら
、

「
赤
城
岱
」
を
受
口
し
ま
し
た
。

長
野
県
須
坂
市
で
は
、
地
元
宵
年
団
体

と
交
流
会
の
後
、
参
加
青
年
の
自
宅
で
分

宿
し
、
心
沼
ま
る
家
族
の
も
て
な
し
を
受

け
、
再
会
を
約
し
納
町
し
ま
し
た
。

品
物
恥．

町
ぐ
る
み
の
協
力
で

健
全
な
青
少
年
に

朝
日
町
で
は
青
少
年
を
健
か
に
伸
ば
す

運
動
の
一
環
と
し
て
、
鬼
連
祭
、
亙
休
み

年
末
年
始
、
卒
業
期
等
に
季
節
補
導
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
背
少
年
の
不
良
化
防
止

に
つ
と
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、
昭

和
五
十
年
度
補
符
固
と
し
て
次
の
か
た
が

た
を
委
帽
し
、
町
民
各
位
の
協
力
に
よ
り

目
的
を
奥
た
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
前
任
の
補
導
員
の
か
た
が
た
の

労
苦
に
対
し
厚
く
お
仙
申
し
あ
げ
ま
す
。

附
和
五
十
年
度
補
諸
国
氏
名

O
本

村

明

対

柳

沢

批

桃

子

近
江

茂

O
秋
山

偲
一

坂

ル

一

郎

中

ぬ

栄

作

。
折
い

閉

山

竹
内

俊
一

O
広
川

同
義

野

凶

胞
俊

平
昨

日

O
ヒ
肥

孝
一町

村
口

出
削

河
川山

愛
チ

小
川
小
夜
子

O
制
松

山岡
子

上
杉
ハ
山
川
エ

命

以

す

み
子

守’
・F同
v
n
H
M

堕四国園周薗圃園画面

永
口
明
弘

0
・
中
野

義
簿

柳
下
者
一

田

中

久

鋭

平

崎

商

問

。
水
島
焔
次
郎

居

渡

千

吉

上
杉

忠

西

田

年

間

岡

崎

勇

(4) 

沢
井

一
男

長

井

栄

佐
々
木
一
雄

永

井

由

和

O
美

佐

光

平

田

中

恒

雄

中

島

定

良

大

井

裕

久

舘

昭

一

郎

（
順
不
同
〉

O
は
代
表
補
導
員

夏
休
み
と

少
年
非
行
の
防
止

．
裁
判
所
だ
よ
り

・

家
庭
裁
判
所
へ
送
ら
れ
て
く
る
少
年
の

非
行
事
件
は
、
毎
年
度
か
ら
秋
に
か
け
て

肢
も
多
く
、
そ
の
大
半
が
学
生

・
生
徒
に

よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
少
年
に
つ
い
て
共
通
し
て
い

る
と
と
は
、
親
が
子
の
余
暇
の
過
ど
し
方

に
全
く
無
関
心
で
あ
っ
た
り
、
適
切
な
指

噂
や
配
臆
を
怠
っ
て
い
る
例
が
多
い
こ
と

で
す
。
も
と
も
と
夏
休
み
は
、
家
惑
の
手
伝
い

や
旅
行
な
ど
を
通
じ
て
、
親
子
や
兄
弟
と

の
人
間
的
以
触
れ
合
い
を
密
に
し
、
自
主

的
な
学
習
や
ス
ポ
i
ツ
な
ど
有
効
に
余
暇

を
過
ご
し
豊
か
な
創
造
性
を
は
ぐ
く
み
、

人
格
形
成
の
上
に
役
立
た
せ
る
と
い
う
と

こ
う
に
重
点
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の

た
め
に
は
、
家
庭
全
体
が
規
則
正
し
い
規

律
め
る
生
活
を
椛
持
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。ま
た
、

学
生

・
生
徒
が
犯
搾
の
被
害
者

と
な
ら
な
い
ζ

と
が
大
切
で
、

一
度
重
大

な
被
告
を
受
け
る
と
、
そ
れ
が
も
と
で
少

年
の
進
路
を
忠
わ
ぬ
万
向
に
曲
げ
て
し
ま

う
乙
と
が
あ
り
ま
す
ι
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親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
簡
単
に
で
き
る

体
操
を
背
及
し
、
ス
ポ
ー
ツ
が
生
活
の
中

に
定
着
す
る
よ
う
に
と
、
ζ

の
ほ
ど
県
教

育
委
員
会
、
町
教
育
委
員
会
主
催
の
魚
津

地
区
婦
人
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
が
泊
小
学
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、

一
ニ
才
の
幼
児
か
ら
小
学
校

高
学
年
ま
で
の
子
供
づ
れ
の
婦
人
リ
ー
ダ

ス
ポ
ー
ツ
人
口
の

鉱
充
に
労
力

重
点
目
標
き
ま
る

鰐 23 9号

朝
日
町
教
内
係
員
会
で
は
、
と
の
ほ
ど

体
育
指
導
費
民
会
を
開
催
し
、
間
利
五
十

年
度
の
社
九
円
体
行
軍
点
目
標
な
ど
徐
決
め

ま
し
た
。

。
社
会
体
育
重
点
目
標

1
．

ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
弘
光
と
久
ポ
l

ツ
の
生
活
化

Z

位
以
な
か
ら
だ
づ
く
り

。
社
会
体
育
重
点
施
策

社
会
体
肖
施
設
の
脚配
備
拡
充

学
校
体
首
脳
設
開
放
引
業
の
舵
進

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
雄
進

少
年
マペボ
l
ツ
活
動
の
鰍
進

指
導
者
の
養
成

体
育
団
体
の
育
成

ひ

2 

さ

3. 4. 

あ

5 

報

親
子
で
楽
し
く
体
操
を

広

婦
ス 人
ポ

、ソ
1) 

習ダ

；高

関和32年 8月8日
今 里町3種郵便物認可

ー
が
、
講
師
の
越
野
芳
枝

へ品
川
部
市
体
育

指
持
委
員
）
ざ
ん
や
柴
国
一
道
子
（
入
沼
町

社
会
教
湾
問
符
員
〕
さ
ん
の
指
噂
に
制
も

子
も
・什
だ
く
に
な
り
な
が
ら
然
心
に
受
講

し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
述
は
、
迎
動
す
る
こ
と
の
楽
し

さ
、
組
と
子
の
ふ
れ
あ
い
の
霊
安
さ
を
は

だ
で
感
じ
と
り
、
こ
れ
か
ら
卸
H
a
M庇
の

中
で
民
行
し
よ
う
と
話
し
合
っ
て
い
ま
し

た
。き

わ
や
か
な
早
朝
の

空
気
を
つ
い
て

日
東
紡
チ
ー
ム
優
勝

難

朝
間
野
球
大
会

櫨

A

Q

E

 

第
四
回
朝

H
町
制
関
野
恕
大
会
は
、
五

月
十
八
日
か
ら
参
加
二
十
三
チ
l

ム
に
よ

り
、
早
朝
の
さ
わ
や
か
な
空
気
を
つ
い
て

接
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
決
勝
戦
で
は

教
員
ク
ラ
プ
を
五
対
四
の
ス
コ
ア
で
破
っ

た
日
東
紡
泊
チ
l
ム
が
初
優
勝
し
ま
し
た

ま
た、

続
い
て
開
催
さ
れ
た
第
二
回
下

新
川
郡
朝
間
野
球
大
会
で
は
、
入
醤
会
場

の
代
表
で
あ
る
郷
栄
ク
ラ
ブ
と
対
戦
し
た

打
点
紡
泊
チ
l
ム
が
艦
齢
、
以
ト
八
会
出
場

縦
を
陸
得
し
ま
し
と
。

夏
は
プ
ー
ル
で

体
を
き
た
え
よ
う

一。ヵ
ッ
パ
待
望
の
i
’
J

一
；
；
町
営
プ
l
ル
開
き
L

本
年
度
の
町
営
プ
ー
ル
聞
き
は
六
月
三

十

一
け
に
行
わ
れ
、
泊
中
水
泳
部
の
初
泳

ぎ
で
水
の
シ
ー
ズ
ン
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。

守中
開
設
期
間

六
川
二
十
一
日
j
九
月
十
五
日

・
休
場
日
八
月
十
六
日

タ
・
開
場
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
、
た

だ
し
、
児
童
、

生
徒
は
午
後
五
時
ま
で

※
入
場
料
大
人

（高
・
大
生
含
む
）

中
学
生

小
学
生

※
プ
ー
ル
臨
時
電
話

六
十
円

三
十
円

二
十
円

①
l
一
五
九
一

v

朝
日
岳

・｝

白
馬
岳

登
山
参
加
者

募

集

夏
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
体
育
協
会
で
は

二
泊
三
日
の
予
定
で
朝
日

・
白
馬
岳
の
登

山
会
を
実
施
し
ま
す
。

コ
ー
ス
小
川
元
湯

t
北
又
l
イ
プ
リ
山

t
朝

日
岳
J
雪
倉
岳
1
白
馬
岳
i
白
馬
大

地
J
偲
池

l
白
馬
大
池
駅

t
柏
駅

期
日

昭

和

五
十
年
七
月
二
十
六
日

ー
二
十
八
日

会
費

七、

0
0
0円

集
合
場
所

小
川
元
罷
（
午
前
七
時

三
十
分
）

朝
日
町
教
育
委
員
会
内

朝
日
町
体
育
協
会

T
E
L
〈二
l

一一
O
B〉

第
十
七
回
朝
日
町

町
民
水
泳
大
会

第
七
回
小
中
学
校

水
泳
記
録
会

日

八

月
三
日

〈日
）

場

町

営

プ

ー

ル

(5) 

会 期

第
二
十
一
田
町
民
ソ

フ
ト
ボ

ー

ル
大
会
の
成
績

（
六
月
八
日
泊
高
校
グ
ラ
ン
ド
）

優
勝

南
保
地
区

次
勝

山
崎
地
区

近
年
定
時
海
岸
、
城
山
へ
訪
れ
る
観
先

客
が
毎
句
多
く
な
り
、
反
聞
こ
れ
ら
の
人

が
お
と
す
ゴ
ミ
の
匿
も
噌
え
て
お
り
ま
す

朝
日
町
連
合
青
年
団
で
は
、
毎
年
美
化
奉

仕
活
動
を
通
じ
、
モ

ラ
ル
の
低
下
に
嘗
鈍

を
的
ら
す
べ
く
、
去
る
六
月

一
日
に
団
員

が
て
夫
を
こ
ら
し
て
作
製
し
た
立
て
看
鮫

を
数
箇
所
に
設
位
し
て
一
般
観
光
客
へ
の

公
園
美
化
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

欄
114

記

崎
ポ
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老
人
医
療
費
の

受
給
者
証
が

変
わ
り
ま
し
た
。

争

七
月
一
日
か
ら

＠

.. ;II; 2 3 9号

老
人
医
療
費
の
無
料
化
は
一

昨
年

一
月

か
ら
満
七
十
才
以
上
の
方
、

ん
ハ
十
五
才
以

上
の
一
部
の
万
を
対
象
に
国
の
制
度
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
黄
色
の
（
寿
）

の
受
給
者
証
の
期
限
は
六
月
一て
十
円
に
切

れ
ま
し
た
の
で
、

七
月
一
日
か
ら
新
し
い

薄
緑
色
の

｛寿
｝
受
給
者
起
で
惨
療
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ひさあ

ま
た
県
単
独
制
度
適
用
者
（
七
十
才
以

上
の
所
得
制
限
額
を
乙
え
る
万
、
六
十
五

才

t
六
十
九
才
ま
で
の
身
障
、

寝
た
き
り

の
方
、
し
ハ
十
才

t
六
十
四
イ
ま
で
の
電
皮

身
障
の
い
刈
〉
も
い
ハ
月
三
十
日
で
無
効
と
な

り
ま
し
た
の
で
史
新
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
昨
年
七
月
か
ら
闇
氏
健
版
保
険

加
入
の
方
は
受
給
者
託
尋
岡
山
相
社
）
健
康

保
険
証
券
－
医
療
機
関
へ
提
出
す
れ
ば
よ
い

と
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
社
会
保
険
加
入

の
方
は
さ
ら
に
役
場
で
お
渡
し
す
る
請
求

．
を
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
。
医
療
機
関

で
は
事
務
の
推
理
上
非
市
に
困
っ
て
い
ま

す。

報広
昭和32年 8月 8日
ー 第 3種郵便物認可

w
認
ぐ
取
際
協
d

モコtd
勺
奈
川品、

民信一
V

明
富
曜
い

ue曜
裡
厳
罰
1吃
却
に
ー

川政
ぷ
鴻
湖
沼
元
F
雲市
ど
三
に
TF

保
険
料
を

納
め
ら
れ
な
い
方
は

免
除
の
申
請
を

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い

期
聞
は
『
免
除
』
の
措
置
を
と
り
、
受
給

の
資
格
を
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

免
除
に
は
つ
ぎ
の
二
つ
の
し
く
み
が
あ

り
ま
す
。

ハ
法
定
免
除
V

持
国
民
年
金
の
障
害
年
金
・
障
害
福
祉

年
余
・
母
子
福
祉
年
金
を
受
げ
て
い
る
と

き

ぉ
生
活
扶
凶
を
受
げ
て
い
る
と
き

〈
申
請
免
除
〉

t

災
害
ゃ
、

不
幸
に
あ
っ
て
所
得
が
な

い
と
き
持
被
保
険
者
や
家
族
が
医
探
扶
山
を
受

け
て
い
る
と
き

泌
附
山
内
括
や
寡
婦
で
年
閣
の
所
得
が
六

十
．
刀
川
以
下
の
と
き

山中
消
免
除
は
七
月
本
ま
で
に
行
い
ま
し

ょ
A
J

。
七
月
点
ま
で
に
巾
請
さ
れ
た
舟
で
免
除

が
認
め
ら
れ
た
い
μ
は
、
問
月
分
か
ら
さ
か

の
ぼ
勺
て
米
俸
の
三
月
分
ま
で
の

一
年
間

の
か
け
合
を
か
け
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

免
除
を
受
け
て
お
れ
ば
、
年
金
を
受
け

る
権
利
も
つ
き
ま
す
が
、
老
齢
年
金
は
一て

分
の
－
に
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
家
計
に
余

絡
が
で
た
ら

『
追
納
』
し
て
お
・
ざ
ま
し
ょ

R
J
O
 
過
納
は
、
十
年
前
の
も
の
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
当
時
の
保
険
料
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の

社
団
法
人

朝
日
町
社
会
福
祉
協
議
会

昭
和
五
十
年
度
予
算

朝
日
町
社
会
福
祉
協
誠
会
の
昭
和
五
十

年
度
予
算
は
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た

V
一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
と
も
四
、

一
五
七
千
円

V
特
別
会
計

－
心
配
と
と
相
談
所

一
九
O
千
円

・
普
怠
銀
行

一
、
六
七

O
千
円

・
福
祉
資
金
（
貸
付
）
五

O
五
千
円

・
募

金

二

、
七
一
八
千
円

（
春
秋
の
募
金
は
、
特
別
会
計
）

募
金
の
目
標
額
は

春
期
分
（

一
世
帯
）

三
O
O円

秋
期
分
（

0

）
二
五

O
円

ま
た
、
昭
和
四
十
九
年
度
の
社
会
福
側

協
議
会
の
決
算
は
択
の
と
お
り
で
す
。

’Z
般
会
計

結

入

院

歳

出

ぷ

引

一二
、
七
昭
O
千
円

一二
、
四
八
三
千
円

二
五
七
千
円

（訓
昨
年
度
へ
繰
越
〉

可F
特

福 さま 心 ~JI]
産歳歳祉左歳店長底 流歳級自己会
資 銀 C 計

引出入金引出 入 行引山人と
中日
i談

ー 一 所
五六
五五 O
千平千
!lJ Pl P1 

一、

O
三
二
干
円

五
三
四
千
円

、
四
九
八
千
円

五
一
七
千
円

五
O
キ
円

四
六
七
千
円

県

l富二
亘山十
虫 県回
宙イ呆
示（建

量管
｜｜ 芙
4今、
2玄7

第
二
十
四
富
山
県
保
健
衛
生
大
会
が
世

界
環
境
デ
1
の
六
月
五
日
に
。
み
ん
な
の

力
で
水
消
く
緑
豊
か
な
郷
土
を
作
ろ
う
。

。
み
ん
な
の
力
で
百
万
県
民
の
健
康
を

地
進
し
よ
う
hv
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に

氷
見
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
乙
の
席
上

朝
日
町
宮
崎
地
区
が
富
山
県
保
健
衛
生
組

織
連
合
会
畏
貨
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

宮
崎
地
区
は
、
長
年
に
わ
た
る
衛
生
害

虫
駆
除
実
践
運
動
、
定
期
的
な
下
水
構
の

清
掃
等
の
蹴
境
衛
生
活
動
や
戚
山
子
供
会

．
背
年
間
に
よ
る
川
や
海
を
き
れ
い
に
す

る
運
動
な
ど
地
区
総
ぐ
る
み
で
の
ほ
み
よ

い
地
底
づ
く
り
に
労
め
ら
れ
た
実
鮒
が
今

凶
の
表
杉
と
江
っ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
六
月
十
八
日
に
制
H
町
で
開
催

さ
れ
た
第
十
八
回
黒
部
保
健
所
管
内
保
健

級
生
大
会
で
環
境
衛
生
改
善
模
範
団
体
と

し
て
朝
日
町
結
絞
予
防
婦
人
会
、
個
人
で

は
中
島
定
良

（泊
本
町
）
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

朝
日
町
結
按
予
防
婦
人
会
は
、
結
桜
予

防
対
策
の
推
進
、
食
生
活
改
普
事
業
及
び

成
人
病
対
策
の
実
践

・
協
力
を
重
ね
、
公

衆
衛
生
思
想
の
普
及
に
努
力
さ
れ
た
実
績

が
認
め
ら
れ

中
島
定
良
さ
ん
は
、
伝
染
病
等
の
防
止

の
た
め
、
そ
族
昆
虫
駆
除
活
動
の
先
頭
に

た
ち
、
ま
た
昭
和
四
十
七
年
か
ら
町
内
の

健
康
作
り
運
動
の
立
案
、
地
進
者
と
し
て

衛
生
思
想
の
普
及
と
保
健
衛
生
活
動
の
指

導
者
と
し
て
感
謝
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
た

び
の
表
彰
は
そ
れ
ぞ
れ
の
幼
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

(6) 

「
し
尿
浄
化
そ
う
を
」

「

設
置
す
る
に
は

L

品切
届
出
が
必
要
で
す
織

L
M浄
化
そ
う
を
作
る
に
は
、

必
ず
附

け
を
出
す
よ
う
に
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
乙
の
掛
合
、
施
ド
し
を
す
る
に

耕
店
で
も
代
行
で
き
ま
す
。

ま
た
、
届
出
は

一
、
家
屋
の
新
築
に
と
あ
な
う
浄
化
そ
う

の
新
設
沖
地
、
県
土
木
事
務
所
の
建
護

主
事
へ
。

ニ
、
既
設
の
建
設
の
健
所
を
改
造
し
て
水

涜
便
所
と
し
．
し
尿
浄
化
そ
う
を
設

け
る
場
合
は
、
保
健
所
へ
そ
れ
ぞ
れ

所
定
の
事
項
を
届
出
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
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近
年
生
活
水
準
の
向
上
と
生
活
段
式
の

変
化
に
と
も
な
い
、
わ
た
i
J

た
ち
の
同
聞

か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
量
は
増
え
る

一
方
で
す

特
に
、
河
川
、
海
岸
、
空
地
な
ど
は
ア

キ
カ
ン
や
ガ
ラ
ス
ピ
ン
、
家
屋
の
解
体
物

な
ど
で
、
町
の
所
h

べ
で
は
ゴ
ミ
の
拾
腸
と

化
し
、

ゴ
ミ
の
山
と
な
ウ
て
い
ま
す
。

乙
れ
ら
踏
襲
物
に
よ
る
環
境
汚
染
を
な

く
し
て、

自
然
の
保
護
と
き
れ
い
な
開
境

づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

住
み
よ
い
明
る
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

郷
土
の
美
化
運
動
を
推
進
し
、

川
や
海
岸

を
き
れ
い
に
す
る
運
動
に
町
民
総
ぐ
る
み

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期

間

七

月

＋

日

1
八
月
十
日

事

業

付
広
報
活
動
に
よ
る
美
化
思
想

し
尿
浄
化
そ
う
の

正
し
い
使
い
方

O
し
原
浄
化
そ
う
は
生
き
物
で
す
。

O
し
尿
浄
化
そ
う
を
機
能
ど
お
り
働
か
せ

ま
し
ょ
う
。

O
し
尿
浄
化
そ
う
は
正
し
く
維
持
管
理
し

な
い
と
働
き
窒
せ
ん
つ

O
維
持
管
理
は
専
門
の
難
者
に
ま
か
せ
て

下
さ
い
。

あ
な
た
の
使
い
方
が
良
い
か
悪
い
か

に
よ
っ
て
、
す
ぐ
に
し
尿
浄
他
そ
う
の

働
き
に
影
縛
を
与
え
ま
す
3

し
尿
浄
化
そ
う
は
い
つ
も
正
し
く
、

衛
生
的
に
管
理
し
、
生
活
環
境
の
汚
染

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ひ 一一一一 第23 9号一一

県
土
美
化

さ

推
進
運
動
に
協
力
を

あ

七
月
十
円
J
八
円
十
円

報 ー広
昭和32年 a11 a n 

－－~一一・・ーー ’g 3薗鄭便物II!可 宇

の
周
知
徹
底

同
住
民
の
実
践
活
動
の
推
進

伺
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ル
活
動

の
展
開

側
溝
岨
剤
事
機
の
推
進

へ
り
誌
は
江
田引
似
を
無
制
し
た
つ
つ
、の
山
）

A
V
う
ま
い
米
”つ
く
り
村
争

高

野

（
大
家
庄
）
を
指
定

草
野
新
（
五
箇
庄
）

削
日
町
で
は
高
山
県
と
協
力
し
、
尚
け
川

性
の
商
い
朝
日
！
陀
米
の
小
山厳
肱
火
を
主
一
M

と
し
て
、

「
う
ま
い
米
づ
く
り
の
付
」
を

指
定
し
、
良
質
米
の
生
産
肱
大
に
よ
っ
て

明
日
比
米
の
地
位
の
向
上
と
、
稲
作
農
家

の
所
仰
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

。
よ
い

土
、
よ
い
米
、
よ
い
組
織
ゲ
づ
く
り
を
展

開
し
沈
滞
し
て
い
る
稲
作
腿
仰
が
の
生
品
川
以

以
を
高
め
な
が
ら
、
コ
ン
ヒ
刀
リ
ち
を
中

心
と
し
た
・μ・
白
米
の
前
倒
的
作
．
雌
拡
火
を

雌
し
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
と
の
た
び
保

で
は
本
年
度
は
コ

シ
ヒ
刀
リ
杭
出
に
似
…必

の
あ
る
、
高
野
生
時
組
合
（
大
家
住
）
と

草
野
新
生
花
組
合
（
五
閥
ぽ
）
の
二
問
所

を
指
定
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
生
産
組
合

も
消
防
両
者
も
喜
ぶ
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
作
付
培

大
を
紘
進
す
る
た
め
、
辿
皆
川
削
減
会
を
設

ー
事

L

4
叩
、P

円
し
、
折
、川吋（
川
J

ほ、

に
よ
り
仰
修
公
以
行
会
併
す

が
J
山門
さ
れ
印
刷
倒
的
な
良

質
米
の
生
以
拡
大
が
見
込

ま
れ
て
お
り
ま
す。

l空間ウ．
'-" I）良
状は
,5~ 県
と！日j

mの
主主背
傑出

5. ·調？と：；·（1－~：~：先t），：~：

／
＼
 
すや見

痛
く

撃

す

に
や

い
き

れ

「
付
き

町
で
は
、
と
の
ほ
〆
一、
笹
川
地
内
に
あ

る
町
指
定
指
林
「
七
重
尚
」
へ
し
っ
ち
ゃ

だ
き
｝
の
他
見
台
へ
尚
υ

川
方
の
安
山
岩
の

小
任
）

周
辺
の

一
部
雑
木
を
伐
保
し
て
眺

望
晶
化
良
く
す
る
と
と
も
に
、

三
時
線
総
温

か
ら
沌
見
台
に
至
る
約
三

O
O米
の
道
を

草
刈
り
し
、
ま
た
、
標
識
や
説
明
板
を
立

て
る
な
ど
の
抱
怖
を
し
ま
し
た
。

そ
の
景
観
の
美
事
さ
で
知
ら
れ
る
七
重

席
は
、
古
く
か
ら
・
X
人
困
人
の
訪
れ
も
多

く
、
ま
た

一
般
の
ハ
イ
キ
ン
グ
地
と
し
て

も
剥
し
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
乙
の
辺

一
般
を
品
れ
る
ハ
イ
カ
ー
も
急
場
し
て
お

り
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
笹
川

t
七
重

陀
J
J
．附
1
南
保
を
結
ぶ
崎
好
の
ハ
イ
キ

ン
グ

コ
ス
と
し
て
活
用
さ
れ
る
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
。

（
写
真
は
間
比
白
か
ら
眺
め
る
じ
重
筒
の

民
間
）

ダヰ

滝
、SF’l
 
i
 

－－－a

’
 

：議

手・・

（笹

...“－ 
J 〆

七

よ会室町一一
光虫： 二二
と元協

鴇議
？逼

(7) 

南
保
と
笹
川
を
結
ぶ
林
道
一－
一陣
線
は
、

乙
の
ほ
ど
全
線
完
成
し
、

一
般
に
開
放
さ

れ
ま
し
た
。

乙
の
三
降
線
は
、
南
保
地
区
の
高
畠
部

婚
と
池
の
原
部
落
を
結
ぶ
既
設
の
林
道
と

笹
川
地
区
を
連
絡
す
る
た
め
、
崎
越
林
道

と
し
て
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
三
カ
年
計

四
で
着
工
さ
れ
、
工
事
の
一

部
が
諸
般
の

事
情
に
よ
り
本
年
度
六
月
ま
で
伸
び
て
い

た
も
の
で
す
。

完
成
後
の
祢
道
は
、
延
長
三
、
四
五
三

米
、
一
幅
員
四
米
と
、
三
峰
周
辺
の
観
光
、

森
綜
資
源
の
開
発
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（写
真
は
完
成
し
た
三
峰
線
雁
職
情
）

7
1
r
O唱
1
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桐
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郷
土
の
俳
人
、
片
岡
下
東
圧
が
逝
い
て

既
に
十
五
年
に
な
り
ま
す
が
、
氏
は
明
治

二
十
四
年
に
、
小
倉
雄
興
．
訟
の
家
に
生
ま

れ
、
大
正
凶
作
甲
東
京
歯
斜
を
卒
業
、
火
正

の
末
期
、
緑
ゐ
っ
て
前
町
に
移
住
し
柄
引
制

医
を
開
業
さ
れ
ま
し
た
。

大
正
十
一
年
頃
か
ら
俳
話
の
逝
に
入
り

句
作
に
精
進
さ
れ
、
俳
句
結
社

「
背
芝
会

’」
を
創
立
、
そ
の
主
宰
者
と
し
て
地
方
俳

墳
の
興
隆
に
力
を
尽
さ
れ
、
昭
和
三
十
五

年
、
六
十
九
才
で
逝
去
さ
れ
た
が
、

こ
の
間
多
く
の
俳
句
に
閲
す
る
白
を
受

け
ら
れ
、
ま
た
新
聞
な
ど
の
俳
壇
の
選
者

と
し
て
活
臨
さ
れ
、

氏
は
ま
た
、
絵
も
素
人
の
減
を
脱
す
る

約
手
で
あ
り
、
カ
メ
ヲ
で
も
明
臼
町
に
お

け
る
カ
メ
ヲ
咳
好
将
の
中
心
と
な
っ
て
7

広
Ill！和31年 自月日日一一...・・-M 3・j(I便物U珂 ーー一一’ー・・ ー・・

マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
技
術
の
普
及
に
努
力
さ

れ
多
彩
な
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
は
千
束
氏
逝
去
十
五
年
に
当
り、

乙
れ
を
記
念
し
て
氏
の
元
聾
子
井
口
砥
子

氏
と
芭
女
夫
人
に
よ
っ
て
多
く
の
句
の
中

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
百
句
を
え
ら
ぴ
、
千
東
氏

が
生
前
好
ん
だ
桐
の
花
に
ち
な
み

「
桐
花

祭
」
（
A
5

二
三
八
頁
）

と
闘
し
て
出

服
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
は
句
集
制
花
祭
）

の
館
な
書
ん
図
み新
着
図
書
の
あ
ん
な
い

観

の

顔

が

み

た

い

川

上

風

太

郎

日
本
風
流
拙
川
市
物

語

川

辺

山
之
助

健

史

と

混

点

可

印

刷

迎

太

郎

志
ん
生

mmぱ
な

し

古

今

灯
J

志
ん
生

崩
れ
ゆ
く
日
本
を
ど
う
救
う
か松
下
幸
之
助

ゼ

イ

キ

ン

個

人

相

談

井

上

隆

司

三

木

武

夫

三

鬼

暢
之
助

赤
ち

ゃ

ん

紋

話

鮪

村

松

聞

紙

和

泉

式

部

生

万

た

つ

ゑ

激

石

の

愛

と

文

学

小

腹

部

監

め

い

た

海

源

氏

鶴

木

謀
露
仁
左
エ
門
（
前
後
）
池
波
正
太
郎

操

像

山

本

道

子

恐

怖

の

什

硲

森

付

誠

一

砂

の

設

怠

丘

明

節
子

白
佼

草

紙

玉

木

寛

之

五
影
の
図
絵
（
上
、
下
）
村
上
元
三

微

笑

近

繰

邸

太

郎

ド
ン
松
五
郎
の
生
活
（

k
、．卜
）
ル
L
L
ひ
さ
し

~三~
h町τ~
住宅鐸夢

剣
客
商
売
白
い
鬼

蹄
虚
の
唇

女
の
氷
河

飾
ら
れ
た
穴

い
ま
日
は
海
に

毘
の
あ
る
季
節

千
潟
雪
に
と
ぷ
向

努
の
型
マ
リ

六
三
元
殺
人
事
件

夏
の
光

u
u
b
h
 

サ

4
・
y
－

振
り
飛
車
英
五
郎

出
土
に
射
つ

合
問
・
者

万
事
拐
す

徒
然
草
殺
人
事
件

幻
の
高
松
塚

邦斉卸）！：・波斉藤 立 l係辻中 J守縄問 m思黒池
光藤氏上 jL)_藤）Ji(原村 河羽山野告白岩盤
ひ 正

史 却さ rt- 審 正正邦与文 孝敏屯重重太
郎栄木し 一 栄繭秋火生一雄之子伝吾吾郎

－
良
い
本
の
紹
介
．

庭
i木
- ＇£~ σ〉
喜正イ士
｜も ブァ

話集マ
明屋方

庭
と
い
う
人
仁
的
な
以
境
の
な
か
で
も

樹
木
が
順
調
に
生
育
し
、
挙
節
に
は
突
し

い
花
が
咲
き
突
が
な
り
ま
す
が
、
植
木
屋

さ
ん
任
せ
で
は
、
ほ
は
よ
そ
の
家
の
庭
と

同
践
例
性
の
な
い
ほ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。初
心
民
自
の
か
た
が
、
は
じ
め
て
樹
木
の

伎
や
誌
を
切
る
に
は
め
気
が
い
る
と
と
で

す
。
ど
の
よ
う
に
し
て
ど
の
伎
を
切
る
の

か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
そ

う
い
う
柏
木
好
き
の
か
た
を
対
象
に
写
点

と
阿
併
を
用
い
て
川
念
に
川
か
れ
た
仕
立

て
相
ぷ
の
此
』
で
す
。

一 一一一一 一 一つズ ． にあ た桜官所 ＋口
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関をに門員 て説国務か法 二 組よ閲富田
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端。あ筋ろ ら JjiJJな I95 会町きてれ局記

ヲ

t
F
D
hソ
ι

(B: 

法
務
局
と
町
議
会
と
の

懇
談
会
開
か
れ
る

．
朝
日
出
張
所
の
廃
止
に
つ
い
て
．

国h崎・眠－ 令

臨玄
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朝
日
町
善
意
銀
行

検査を受ける

必要があります

を
社
ム
福
祉
の
増
進
に
役
江
て
た
い
と

持
参
預
託
さ
れ
た
も
の
。

参
千
円
也
富
山
ヤ
ク
ル
ト
朝
日
親
交
会
殿

朝
日
町
職
員
組
合
結
成
二
十
周
年
記
念

事
業
会
場
で
ヤ
グ
介
卜
等
を
販
売
し
た

益
金
を
社
会
福
祉
の
た
め
に
と
持
参
さ

れ
た
も
の
。

参
万
円
也幸

町

中

島

ふ

な

臆

な
く
な
ら
れ
た
夫
君
益
二
郎
さ
ん
の
供

養
の
た
め
社
会
福
祉
の
場
進
に
役
立
て

て
下
さ
い
と
持
参
さ
れ
た
も
の
。

弐
千
円
也宮

崎

水

島

源

行

殿

拾
得
報
労
金
を
社
会
福
祉
の
た
め
に
設

立
て
て
下
さ
い
と
泊
中
学
校
二
年
生
の

本
人
が
持
参
さ
れ
た
も
の
c

弐
千
九
百
弐
円
也

宮

崎

水

島

善

宝

殿

壱
円
玉
を
寄
せ
集
め
た
も
の
を
社
会
福

祉
の
増
進
に
役
立
て
た
い
と
預
託
さ
れ

た
も
の
。

壱
万
円
山荒

川

浦

田

与

三

次

殿

朝
日
町
普
態
銀
行
創
旬
以
来
引
統
き
都

年
六
月
十
八
日
の
忠
人
中
川
し
げ
さ
ん

の
命
円
に
、
そ
の
御
次
補
を
祈
る
た
め

社
会
稿
組
の
増
進
に
役
立
て
た
い
と
持

参
預
託
さ
れ
た
も
の
c

弐
万
参
千
円
也

小

更

松

下

弘
殿

紅
は
子
供
の
凶
か
ら
印
刷
試
で
入
院
し
た

こ
と
も
な
く
拙
凶
で
家
庭
も
円
満
、
子

供
述
も
年
荷
り
夫
掛
を
大
切
に
し
て
く

れ
し
あ
わ
せ
な
馨
し
を
し
て
お
り
ま
す

わ
ず
か
で
す
が
恵
ま
れ
な
い
人
達
の
た

め
に
役
江
て
て
下
さ
い
と
持
参
。

南
保
小
学
校
へ

南
保
匿
名
氏
か
ら
・方
山
ペ
カ
ン
二
台

境
小
学
校
へ

－
境
小
学
校
昭
和
三
十
年
度
準
難
生

（代
表
氷
胤
樹
氏
）
か
ら
ワ
イ
ヤ
レ

ス
ア
ン
プ

一
台

－
東

草

野

金

森
喜

一
氏
か
ら
優
勝
杯

二
個

・
東
京
都
安
部
精
ニ
氏
か
ら
児
童
図

書
五
十
冊

－
境
小
学
校
昭
和
四
＋
九
年
度
卒
業
生

父
兄

（大
野
欣

司
氏
、
水
島
た
い
子

氏
、
水
ぬ
き
よ
ゑ
氏
、
水
晶
秀
子
氏

）
か
ら
電
池
附
計
二
基

宮
崎
小
学
校
へ

・
東
京
都
加
藤
与
孝
氏
か
ら
リ
ソ
1

フ
ァ

ッ
ク
ス

一
A
日

・
宮
崎

扇
谷
九
左
エ
門
氏
か
ら
印
刷

輪
転
機
一
角

・
宮
崎
不
磁
清
氏
か
ら
タ
マ
イ
プ
キ

十
本
（
移
随
共
）

今
月
の
税
金

今
月
の
税
金
は
国
民
健
康
保
険
説
第
一

期
分
と
固
定
資
産
税
第
二
期
分
で
す
c

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
税
に

つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
新
た
に
加
入
さ
れ
る

万
ゃ
、
加
入
さ
れ
て
い
る
万
な
ど
位
荷
に

異
動
の
生
じ
た
万
は
十
四
日
以
内
に
役
場

窓
口
に
的
し
出
て
下
さ
い
。

一総鱗
葱
的
M
h嘆
さ
幽

rrp－H

説
詐
説

V
E
Z
W富
総
鞍
込
め
苦
e

へ
且
以
［
仰
向
隊
最

k
wh

船舶安益法の改正により、長さ12メ
ートノレポ満のプレジャー毛ーターボー

ト、遊魚船などは、検査を受けて「船

舶検査団E沓Jを持ち、 「船舶検査済史実
」をはっておかなければ航行できない

ことになりました。

該当する船舶を持ち、まだ検査を受

けていない方は早急に検査を受けてく

ださい。

マ検査を受けなければならない船舶、

モーターボート、遊魚船（漁船など

で釣り容をのせる場合）、客船貨物

運顕船、作業船、その他一般船舶。

マ検査申請 ・問い合わせ

日本小型船舶検査機構七回支所

七尾市うにー回新町二部162-1
（干 926)

龍話く0765)2 -0633 

(9) 

社
会
補
枇
の
増
進
の
た
め
、
次
の
か
た

が
た
か
ら
、
貴
重
な
帯
意
の
預
託
が
あ
り

ま
し
た
。

乙
こ
に
厚
く
お
机
申
し
あ
げ
ま
す
。

壱
万
五
千
円
也

百

三

浦

町

水

島

幸

治

殿

な
く
な
ら
れ
た
尊
父
幸
松
さ
ん
の
供
養

の
た
め
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
役
児
て

て
下
さ
い
と
持
参
さ
れ
た
も
の
。

子
供
用
衣

類

七

十
点

宮

本

町

大

平

民

子

殿

恵
ま
れ
な
い
赤
ち
ゃ
ん
達
の
た
め
役
立

て
て
下
さ
い
と
昨
年
に
引
続
き
持
参
さ

れ
た
も
の
（
昨
年
の
分
は
照
普
銀
を
通

じ
乳
児
院
に
貸
出
し
ま
し
た
）

八
万
四
千
世
百
四
折
五
円

衣

類

等

五

十
五
点

朝
日
町
聡
員
組
合
殿

朝
日
町
職
員
組
合
結
成
二
十
同
年
記
念

事
業
と
し
て
同
組
合
で
不
用
品
持
寄
り

交
換
会
金
行
っ
た
そ
の
益
金
及
び
残
品

最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円
以

上
の
工
事

て

境
保
育
所
窓
サ
ッ
シ
工
事

正
事
費

一

、

て
四
五
下
円

工

期

六
月
十
五
日

1
七
月
十
四
日

二
、
五
箇
正
小
学
校
修
繕
工
事

工
事
費

一、

一
七

O
千
円

工

期

六

月

十
五
日
J
七
月
十
四
日

三
、
林
道
棚
山
線
法
簡
保
全
工
事

工
事

費

一

、
七
八

O
千
円

工

期

六

月

二

十

日

t
八
月
十
五
日

四
、
林
道
館
道
館
曲
線
改
良
工
恵

工
事
費

四

、

二

O
Oギ
円

じ

期

六

月

二

十
日
l
九
月
二
十
凶

五
工工
事 町
期 費道
ja 

1－六 二桜
日月二 町
二 、線

十 二 改
三 二 良
El 0エ
t千事
十円

月

前日延

五
一

O
米

十
米

t
二
十
米

員長

狩猟講習会が
開かれます
今年は更新の時期です

⑮魚津市役所で 磯

昭和50年度の狩猟者講出会が、次の
とおり開催されますのでft'J望者は、お
申込み下さい。

今年度は昭和45年に受講された方々

の更新時期です。

。経験者

期日 7月31日
受付午前8時30分～午前9時30分
講義午前9時30分～午後51侍
会樹魚津市役所三階大会議’~
0初心者
期日 8月5日～8月6日
受付午前8時30分～午前9時30分
講議午前9時.30分～午後5時
会場魚摩市役所 三階大会議室

。受語科目
・狩猟に関する法令

．銃砲刀剣類所持等取締法及び火wi
類取締法

・府猟鳥獣の判別

．弧具の取扱い

・猟具の実筏

0受輯申込み
・申し込みは希望受講口の10日前ま

で役場産業課へ申し込み下さい0

．受講手数料は未定です。

・当日の受講fflし込みは出来ません。
Oその他
・鐙記用具及び中食を掛行のこと0

．講習終了直後繁記及び実技試験を

行います。
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夏
の
臨
時
列
車

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

ー

泊
駅
｜

太
陽
の
季
節
、
臨
時
列
車
を
利
用
し
て

楽
し
い
旅
を
満
喫
し
て
下
さ
い
。

・夏の臨時列車遭転その他ご案内 ｛泊駅関係分のみ）

上、下側 司且 別
崎健

拍車開発時lll 軒積 il 位制 H Z己 事
時 m 時＂＇ l (It駅崎市｝

車量~.~.行 大阪 6・幸村分 糸魚川 711『 9／；ぬ 10/1 ll 以降 ι運転予定下 立1113号 23: 15 7 : 07 

臨時急行 側弁
21時5~分

上 野 7120-8/7, 16.17. fl・過殿町み連結
極的51-f} 18: 32 5 : 29 23,24,9/13・・16 全市街定 f長野絞巾》

り 臨時忠行 名古原 JSl.H3分 弘前 8/9.附
骨組胤的み遺結

~｝J ι ・）51 ・9- II ; 55 6 : 10 ＋・l<lllli!
手5節急行 糸魚川 8略。引分 大阪 711-9／却 JO/I H以怖 も浸伝子主よ 立山 1り 7 ; 411 13: 53 

随時。昔、行 J：’f 3J.~02分
編 It- 7/19-K/6, l ~.16 . 時illl•I＜的み連絡

魅附51ザ 19: 52 6 . 25 22.Z.1.9/ 12-15 1-•It桁定（長野経由3

臨時念行 )6時09分 大阪 S/9, 10.13, 14. 時崎市山，.;i唱結
.l!ll;C:Sl~予 ll : 55 23: H 9/ 13.14 ・Rれf肯定

・ft- 通I 省中宮崎尭 高山 7/20-6/10 111~~ 16. 47列olib'
｛海水浴｝ 151時39ぅF 11;:44 崎中山崎先に変質

さ報－－－－－－－－ あ昭和従事 自月自日 け・
.. M 3 ••便物健司 一一一一一－ . μ入

な
お
、
七
月
二
十
日
1
八
月
二
十
五
日

ま
で
雷
鳥
1
iロ
号
、
し
ら
さ
ぎ

1
1
6

号
、
加
越
1
i
6号
各
上
、
下
列
車
と
も

全
車
指
定
に
変
更
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

早
自
に
泊
駅
へ
申
込
み
下
さ
い
。
そ
の
他

夏
期
間
中
臨
時
列
車
の
運
転
や
変
更
が
あ

り
ま
ず
か
ら
お
問
い
合
わ
せ

τざ
い
。

－

資

絡
糊
十
八
才
l
二
十
五
才
未
満
の
男
子

・

待

遇
衣
、
食
、
住
無
料
支
給

初
任
給
五
万
八
千
二
百
円

賞
与
年
三
回
支
給

・
勤
務
地
陸
海
空
に
よ
っ
て
遣
い
ま
す
が
全
国

各
地
あ
な
た
の
未
来
は
大
き
く
開
げ
て
い

ま
す
。

妓
術

（資
機
）
は
身
を
た
す
け
将
来

が
約
来
さ
れ
ま
す
。

各
都
市
中刷
免
牝
川、

府
側
、
航
空
機
線

側
、
通
俗
、
会
計
、
測
盤
、
そ
の
他

縮
瞳
に
応
じ
て
多
く
の
国
家
資
絡
免

許
が
あ
り
ま
す
。

・
受
付
栂
談

朝
日
町
役
場
総
務
課

自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部

T
E
L
四

一
l
三
二
七
一

い
つ
で
も
気
峰
に
お
い
で
く
だ
さ
い

‘，F
町、，
・2
‘、，，、．
－’・
’a、，F
4
f

，，，‘‘，
t

・・．，，、，
．．． 
、，，‘、
．7
．．
 
‘、，

～

昭

和

五

十

年

度

“

｝

消

防

設

備

士

試

験

f

消
防
護
胴
土
試
験
が
次
の
と
お
り

一

～
行

わ

れ

ま

す

。

～

J

て

試
験
の
種
別

｝

九

甲
種
及
ぴ
乙
撞
、

一
類
か
ら
七
類

匹

』

ま
で

川

て

世
験
の
実
施
白

川

～

八

月

二
十
六
日
｛
火
三
十
七
日
（
水
）

ハ

凡

て

願
書
受
付
期
間

）

七
月
十
四
日
か
ら
七
月
二
十
五
日

～

（
ま
で
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は、

梢

V

V

防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い。

U

’・・・
．，z
、．，
・．．． 
、，，
‘、．
E

．．
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岩
場
（お
す
こ
や
か
に
）

9~~9~ 
崎

水

偽

胤

阿

長
女

佐
附
正
秋
庁

尾

加
雌
友
二

度
閃

問
問
沢
利
富
夫
長
女

佐

伯

孝

9

克

経

理

絵

真
れ
円

美
代
子

情
燃

O
東
軍
野

O
荒

川

O
道

下

O
平

柳

O
グ
0
0
 

0
赤

川

O
南

保

O
殿

町

O
大
家
庄

O
舟
川
新選;3f 

O
官
。
O
笹川依

O
泊魚
薄
市

O
道

下
東
草
野

O
道

下
蛭

谷

O
沼

保

新
潟
県

O
平

柳

青
海
町

O
平

柳

川黒
部
市

O
草

野

立
山
町

O
殿

町

青
海
町

O
殿

町

滑
川
市

O
三
枚
縮

赤

川
崎IBJ Jll 

大

村

直

稲
村

功

篠
附
俊
美

神
谷
知
明

入
江

久

脇
山
孝
英

松
山

繁

川
原
敬
二

弓
野
久
和

由
井
久
也

長 ご 長 二 。長－τ
女 女 女同 女’月

腎
山
・
J

U
山

子

美
希
子

机

川

之

附

子

由

美

江
理
子

奈

菜

亜
矢
子

愛

子

貴

子

長二 ク
女女

（お
し
あ
わ
せ
に
）

加

藤

政

明

氷

山

松

子

折

谷

時

夫

山

手

順

子

谷

口

通

由

花

野

刺

子

柚

木

勇

雄

犬

田

章

子

柳

沢

伸

明

谷
口
し
お
り

加

賀

勝

夫

渋
谷
登
志
子

田

子

科

夫

片

桐

平

恵
子

総

平

勉

河

田

知

子

広

田

喜

一

奥

村

章

子

沢

井

響

治

丸

山

春

美

角

丸

普

信

石

底

刺

子

前

川

勝

佐

渡

久

子

戸・－・－・6月の町内交通事故数・一一一；
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R

議
場
唱

O
大
O
出
O
泊
。
一栄
町小
野

O
道

下

ow似
町

O
蛭

谷

O
山

崎

（
〉
。
ぺJ
O

O
殿

町

O
金

山

O
窪

田

O
人
家
庄

O
制

服

塚

〈お
〈
や
み
由
申
し

あ
げ
ま
す
）

。。

litit可E

十
本
上
旬
じ
門
（
臼
）

水
品
れ
い
（
幻
）

水
島
幸
松
（
乃
）

脇

山
筒
土
口
（
引
）

魚

津

出

古

（日）

高

島

き

よ

（行）

長

崎

与

次
（
刊
）

吉

野

蕃
次
郎
（
促）

谷

い

と
（
制
）

久
孜
口
良
平
へ
M
）

江
端
り
て
（
市
）

鍛

治
目
次
郎

〈引）

石
介
き
く
ゑ
（
的
）

新
田
久
庖
（
叩
）

姻

川
す
で
（
幻
）

負傷者

12 

死者

。
件数

10 

月

1月～5月

編
集
紫
苑
行

朝

日

町

役

場

印

刷

所

糊

岡

越

田

刷

送

料

十

二

円

定

側

六

円

郵
便
番
号
九
三
九

l
O
七


